
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
都
立
・
公
社
病
院
」
が 

 
 
 
 

「
独
立
行
政
法
人
」
に 

 
 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

 

都
立
・
公
社
病
院
の
存
続
を
願
う
40

万
筆
以
上
の
請
願
が
あ
り
な
が
ら
、
３
月

の
都
議
会
で
都
立
病
院
廃
止
条
例
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
省
か
ら
独
立
行
政

法
人
の
設
立
も
行
わ
れ
、
７
月
１
日
か
ら

松
沢
病
院
を
含
む
全
都
立
・
公
社
病
院
の

経
営
や
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
に
変
わ

り
ま
す
。
「
こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
る
の

か
？
」
松
沢
病
院
に
通
う
患
者
や
ご
家
族

の
皆
様
、
地
域
の
方
々
か
ら
疑
問
や
不
安

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

６
月
18
日
上
北
沢
区
民
セ
ン
タ
ー
で

「
都
立
松
沢
病
院
の
今
後
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
出
席
致
し
ま
し
た
。 

 

第
一
部
特
別
報
告
「
都
立
・
公
社
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化 

本
当
に
い
い
の
？
」 

講
師 

尾
林
芳
匡
弁
護
士 

(

八
王
子
合
同
法
律
事
務
所)

 

公
立
病
院
は
地
方
自
治
体
の
重
要
な

事
業
で
す
。
医
療
は
生
存
権
を
保
障
す
る

た
め
の
も
の(

憲
法
２５
条)

で
、
生
命
の

尊
重
と
個
人
の
尊
重
の
保
持
と
い
う
理

念
に
従
っ
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
体
制
を
整
備
し
て
健
康
を
保
持
す

る
こ
と
は
、
国
と
地
方
自
治
体
の
大
切
な

業
務
で
す
。 

 
 

 
 

医
療
は
採
算
制
や
営
利
目
的
と
は
異 

 

質
で
あ
り
、
採
算
制
の
乏
し
い
分
野
で
も
、

住
民
の
健
康
と
生
命
の
た
め
に
取
り
組

む
べ
き
立
場
に
あ
る
公
立
病
院
は
、
採
算

制
や
営
利
目
的
と
は
ほ
ど
遠
い
で
す
。
公

立
病
院
の
再
編
の
歴
史
は
、
経
営
効
果
の

向
上
や
採
算
制
が
過
度
に
強
調
さ
れ
、
公

立
病
院
の
統
廃
合
や
民
営
化
が
進
め
ら

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

東
京
都
立
病
院
も
石
原
都
知
事
時
代

の
「
都
立
病
院
改
革
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

か
ら
始
ま
り
、
都
立
病
院
経
営
委
員
会
で

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

地
方
独
立
行
政
法
人
の
問
題
点
は
、
①

住
民
サ
ー
ビ
ス
後
退
の
恐
れ
②
住
民
自

治
・
住
民
参
加
の
後
退
③
議
会
の
関
与
の

後
退
・
空
洞
化
④
職
員
・
労
働
者
の
身
分

保
障
と
権
利
の
剝
奪
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

先
に
行
わ
れ
た
大
阪
府
立
病
院
の
地

方
独
立
行
政
法
人
化
で
は
、
非
紹
介
患
者

の
初
診
料
・
差
額
ベ
ッ
ド
代
の
価
格
や
採

算
優
先
の
病
院
運
営
、
職
員
は
過
密
労
働

で
弊
害
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 

 

 

本
来
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
①
専
門

性
・
科
学
性
②
人
権
保
障
と
法
令
厳
守
③

実
質
的
平
等
性
④
民
主
制
⑤
安
定
性
が

必
要
で
す
。
今
後
、
医
療
へ
の
支
援
不
足

と
遅
れ
は
決
定
的
と
話
さ
れ
、
家
族
会
は

署
名
活
動
を
活
発
に
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
精
神
障
害
者
家

族
会
の
方
で
「
東
京
つ
く
し
会
」
安
藤
・

「
あ
か
ね
会
」
松
原
様
・
「
都
立
・
公
社

病
院
を
充
実
さ
せ
る
連
絡
会
事
務
局
」

(

元
松
沢
病
院
看
護
師)

渡
辺
様
・
里
吉
都

議
会
議
員
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

先
ず
、
安
藤
か
ら
「
当
事
者
の
息
子
は

医
療
保
護
入
院
で
松
沢
病
院
へ
お
世
話

に
な
り
、
そ
の
後
、
任
意
入
院
と
な
り
半

年
で
退
院
し
て
、
現
在
は
１６
年
間
通
院

中
で
、
自
立
生
活
を
充
実
し
て
い
ま
す
。

医
療
が
充
実
し
て
い
る
松
沢
病
院
は
安

心
し
て
託
せ
る
病
院
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
」
、
松
原
氏
か
ら
は
「
当
事
者
の
息

子
は
、
あ
ち
こ
ち
の
病
院
を
め
ぐ
っ
て
、

や
っ
と
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
所
が
松

沢
病
院
で
し
た
。
最
近
は
病
状
も
安
定
致

し
ま
し
た
の
で
、
親
と
し
て
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
」
、
渡
辺
氏
か
ら
は
松
沢

病
院
の
現
状
、
独
立
行
政
法
人
化
さ
れ
た

場
合
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
里
吉
様
か

ら
は
「
都
立
・
公
社
病
院
の
独
立
行
政
法

人
化
は
中
止
を
い
た
し
、
都
民
の
命
を
守

る
た
め
に
立
ち
止
ま
る
べ
き
で
す
。
」
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
都
立
・
公
社
病
院
」
か
ら
「
独
立
行
政

法
人
化
」
へ
の
波
は
、
今
後
、
大
き
く
関

わ
っ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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「
都
立
病
院
・
公
社
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
に 

反
対
す
る
集
会
」
に
参
加
し
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
か
ね
会 

松
原 

の
り
子 

 

６
月
１８
日
の
午
後
、
世
田
谷
区
に
あ
る
上
北
沢
区

民
セ
ン
タ
ー
で
３０
数
名
の
参
加
を
得
て
、
標
記
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

先
ず
、
公
立
病
院
の
「
独
立
行
政
法
人
化
」
と
は

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
長
年
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
来
ら
れ
た
尾
林
弁
護
士
が
講
演
し
ま
し
た
。 

 

医
療
は
生
存
権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
公
立
病
院
の
役
割
を
説
明
し
ま
し
た
。
憲
法
２５

条
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
あ
る
こ
と
、

公
立
病
院
は
収
益
・
採
算
制
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

都
民
の
健
康
を
守
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
尾
林
氏

は
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
法
で
も
知
事
は
営

利
目
的
と
し
て
病
院
を
開
設
す
る
こ
と
に
は
許
可

を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
、
独
立
行
政
法
人
化
は

採
算
重
視
で
あ
り
、
医
療
法
か
ら
見
て
も
お
か
し
い 

と
尾
林
氏
は
説
明
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
石
原
都
知
事
以
来
、
都
立
病
院
は
次
々

減
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
１６
あ
っ
た
都
立
病
院
は
半

分
の
８
病
院
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
っ
た
世

田
谷
区
内
で
は
、
２
０
０
２
年
「
都
立
母
子
保
健
院
」

が
廃
止
さ
れ
、
２
０
１
０
年
「
都
立
梅
ヶ
丘
病
院
」

が
閉
鎖
さ
れ
、
府
中
の
「
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
」
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
残
っ
た
８
病
院
も
今

回
、
都
立
病
院
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

松
沢
病
院
の
齋
藤
元
院
長
が
隔
離
拘
束
を
極
力

無
く
し
た
こ
と
、
精
神
の
病
気
を
持
ち
な
が
ら
、
運

悪
く
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
患
者
を
病
院

挙
げ
て
治
療
し
て
く
だ
さ
っ
た
出
来
事
に
私
た
ち

家
族
は
感
涙
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
都
立
病
院
の
公

立
病
院
な
ら
で
は
の
姿
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

「
あ
か
ね
会
」
は
京
王
線
の
千
歳
烏
山
に
あ
り
、

松
沢
病
院
の
地
元
に
な
り
ま
す
。
２
年
前
「
松
沢
病

院
を
充
実
さ
せ
る
会
」
よ
り
「
都
立
病
院
・
公
社
病

院
の
独
立
行
政
法
人
化
反
対
」
の
活
動
要
請
が
あ
り
、

「
あ
か
ね
会
」
は
署
名
活
動
や
駅
頭
で
の
宣
伝
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
「
あ
か
ね
会
」
会
員
の
当

事
者
が
、
何
人
も
松
沢
病
院
の
御
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

私
た
ち
精
神
の
患
者
を
持
つ
家
族
と
し
て
は
、
手

間
暇
の
か
か
る
患
者
を
採
算
度
外
視
で
診
て
く
だ

さ
る
都
立
病
院
を
、
独
立
行
政
法
人
化
し
て
そ
ろ
ば

ん
勘
定
で
運
営
す
る
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
通
り
都

立
直
営
で
運
営
し
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
す
。 

  

訪
問
し
ま
し
た 

中
央
区
「
つ
つ
じ
会
」
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

今
日
の
会
場
は
月
島
駅
す
ぐ
の
佃
区
民
会
館
で

す
。
月
島
の
駅
へ
は
何
度
か
降
り
立
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

以
前
、
つ
く
し
会
の
理
事
を
な
さ
っ
て
い
た
徳
山

さ
ん
は
つ
つ
じ
会
を
支
援
な
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
縁
で
何
度
か
つ
つ
じ
会
も
ご
一
緒
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
精
神
保
健
福
祉
士
で
あ
っ
た
徳
山

さ
ん
が
精
神
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
板
橋
に
立
ち

上
げ
て
ま
も
な
く
急
逝
さ
れ
、
そ
の
時
の
お
別
れ
会

も
こ
の
区
民
会
館
で
つ
つ
じ
会
の
み
な
さ
ま
と
ご

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
出
深
い
区
民
会

館
の
会
場
で
す
。 

訪
問
し
た
７
月
２７
日
は
急
激
に
増
え
た
コ
ロ
ナ

の
第
７
波
に
も
関
わ
ら
ず
に
、
会
長
の
室
田
さ
ん
や
、

徳
山
さ
ん
の
あ
と
を
引
き
継
い
で
く
だ
さ
っ
た
直

江
さ
ん
な
ど
８
名
も
の
参
加
で
す
。 

室
田
さ
ん
は
徳
山
さ
ん
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

て
人
の
思
い
は
引
き
継
が
れ
て
ゆ
き
、
つ
く
し
の
家

族
会
は
続
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
、
と
感
慨
を
深
め
ま

し
た
。 

事
前
に
室
田
さ
ん
か
ら 

○
つ
く
し
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
東
・
西
二
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
２３
区
ブ
ロ
ッ
ク
だ
け
に
な
っ
た
理
由 

○
こ
れ
か
ら
の
つ
く
し
会
の
活
動
に
つ
い
て 

○
我
が
家
の
息
子
の
話
に
つ
い
て 

の
課
題
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
、

つ
く
し
会
の
理
事
不
足
、
人
手
不
足
の
話
か
ら
。 

そ
ん
な
中
で
も
つ
く
し
会
の
活
動
を
止
め
て
し
ま

っ
た
ら
精
神
障
が
い
者
の
こ
と
は
ま
す
ま
す
理
解

さ
れ
な
い
、
私
達
の
家
族
が
生
き
に
く
い
世
の
中
に

な
り
か
ね
な
い
、
な
ど
な
ど
。 

我
が
家
の
息
子
の
話
は
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
れ

ば
、
と
の
思
い
で
す
。 

室
田
会
長
を
中
心
に
し
っ
か
り
と
ま
と
ま
っ
て

い
て
、
現
状
を
打
開
し
た
い
、
と
い
う
新
し
い
会
員

さ
ん
を
や
さ
し
く
穏
や
か
に
見
守
っ
て
い
る
皆
さ

ん
の
ま
な
ざ
し
が
印
象
的
な
あ
た
た
か
な
会
で
し

た
。 

私
も
あ
た
た
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
感
謝
、
で
す
。

２ 



武
蔵
野
市 

第
二
金
曜
会
家
族
会
を
訪
問
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

 
６
月
１０
日
㈮
に
第
二
金
曜
会
家
族
会
を
訪
ね
ま
し

た
。 毎

月
第
二
金
曜
日
に
家
族
交
流
会
を
持
つ
こ
と
か

ら
会
の
名
前
が
つ
い
た
よ
う
で
す
。
場
所
は
、
三
鷹
駅

北
口
か
ら
歩
い
て
１０
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
都
立

多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー
で
し

た
。
い
つ
も
こ
の
場
所
で
開
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
当

日
の
出
席
者
は
９
名
。
最
初
に
私
の
ほ
う
か
ら
東
京
つ

く
し
会
の
課
題
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

① 

会
員
の
減
少
へ
の
対
応 

家
族
交
流
会
の
市
報
へ
の
掲
載
や
会
の
広
報
紙
の

定
期
的
発
行
で
会
の
行
事
等
を
会
員
や
行
政
機
関 

地
元
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
支
援
機
関
等
に
配
布
す
る 

な
ど
の
工
夫
を
す
る
。 

② 

会
の
活
性
化
と
高
齢
化
対
策 

平
日
に
家
族
交
流
会
を
開
催
す
る
と
ど
う
し
て
も

現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
や
お
母
さ
ん
た
ち
に
限

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
開
催

す
る
こ
と
を
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。 

③ 

相
談
活
動
の
充
実 

家
族
会
の
基
本
は
、
ご
家
族
の
悩
み
を
共
有
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
事
で
あ
る
こ
と
。
以
上
の
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
二
金
曜
会
の
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
行
き
ま
す
。 

世
田
谷
区
「
は
る
の
会
」 

つ
く
し
会
へ
よ
う
こ
そ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 

季
節
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、 

世
田
谷
区
等
々
力
の
駅
に
降
り
立
っ
た
の
は
５
月

２８
日
、
日
曜
日
の
朝
、
ま
だ
春
な
の
に
、
急
激
に
暑

く
な
り
、
の
日
々
の
頃
の
こ
と
で
す
。 

眞
壁
、
植
松
、
本
田
の
３
名
で
、
昨
年
度
つ
く
し

会
へ
の
入
会
を
申
し
入
れ
て
く
れ
た
社
会
福
祉
法

人
「
は
る
」
の
家
族
会
「
は
る
の
会
」
総
会
へ
の
ゲ

ス
ト
参
加
を
致
し
ま
し
た
。 

「
は
る
」
は
た
く
さ
ん
の
事
業
を
し
て
い
ま
す
。 

・
「
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
パ
イ
焼
き
窯
」 

・
「
パ
イ
焼
き
茶
房
」 

・「
ハ
ル
の
邑
（
む
ら
）」 

・
「
し
ご
と
も
」 

 
 

・「
は
る
の
相
談
室
」 

・
「
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ 

と
き
そ
ら
」 

こ
れ
ら
の
事
業
を
利
用
し
て
い
る
家
族
の
方
の
家

族
会
で
す
。 

世
田
谷
区
で
「
パ
イ
焼
き
窯
」
の
声
を
聞
い
た
の

は
、
１
９
９
４
年
、
平
成
６
年
で
す
か
ら
も
う
既
に

長
い
実
績
を
お
持
ち
で
す
し
、
個
人
的
に
は
支
援
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
積
極
的
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
存
じ
あ
げ
て
お
り
ま
し
た
。 

世
田
谷
区
で
は
「
さ
く
ら
会
」
「
あ
か
ね
会
」
に

つ
い
で
「
は
る
の
会
」
と
３
団
体
と
な
り
こ
れ
か
ら

一
緒
に
活
動
し
て
ゆ
け
る
こ
と
は
、
楽
し
み
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

☆
賛
助
会
費
☆
（
敬
称
略
） 

柳
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク  

 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

錦
糸
町
ク
ボ
タ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

５
０
０
０
円

草
地
玲
子  

 
 
 
 

 
 
 

２
０
０
０
円 

高
円
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
   

 
 

５
０
０
０
円 

土
屋 

米
子 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

２
０
０
０
円 

吉
田 

晴
哉 

 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

２
０
０
０
円 

宮
本 

里
詩
子 

 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

新
小
岩
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

５
０
０
０
円 

く
る
み
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 

５
０
０
０
円 

戸
島
絹
江 

 
 
 
 

 
 
 
 

２
０
０
０
円 

徳
井
記
念
五
反
田
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

５
０
０
０
円 

松
原 

の
り
子 

 
 
 
 
 

 

２
０
０
０
円 

代
々
木
の
森
診
療
所 

 
 
 
   

１
０
０
０
０
円 

幸
仁
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 
   

 
 

５
０
０
０
円 

天
下
堂
医
院 

 
 

 
 
 
 
 

５
０
０
０
円 

石
川
ク
リ
ニ
ッ
ク  

 
 
 
 

５
０
０
０
円 

 

打
浪 

誉
也 

 
  
 
 
 
 
  

 

２
０
０
０
円 

小
島 

頼
子 

 
 
 
 
 
 
 

２
０
０
０
円 

板
橋 

仁 
 

 
 
 

 
 
 
 

２
０
０
０
円 

石
井
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 

５
０
０
０
円 

に
し
の
木
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
   

 
 

５
０
０
０
円 

廻
田
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 
 

１
０
０
０
０
円 

伊
勢
田 

尭 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

２
０
０
０
円 

明
神
下
診
療
所 

 
  
 
 
 
   

 
 

５
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

３ 



                          

☆ 

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
結
婚
と
恋
愛―

当
事
者
の
人
生
を
考
え
る
」 

日
時 

９
月
１０
日
（
土
） 

講
師 

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

『
ハ
マ
ッ
チ
ャ
』
共
同
代
表 
 

あ
い
り
き
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー 

 

野
間 

慎
太
郎
氏
他 

会
場 

新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー  

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

☎03-
3
9
8
7
-
9
7
88 

 

○
「
こ
こ
ろ
の
健
康
～
統
合
失
調
症
へ
の
対
応 

 

特
に
家
族
の
対
応
の
仕
方
を
考
え
る
～
」 

日
時 

９
月
１７
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時 

講
師 

高
尾
厚
生
病
院
診
療
所
・
精
神
科
医 

 

板
橋 

充
氏 

 
 

 

申
込
不
要 

会
場 

日
野
市
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
集
会
室 

 
   

主
催 

日
野
い
ず
み
会 

☎0
4
2
-
5
9
2
-
89
9
3 

 

○ 

「
医
療
の
お
困
り
事
に
答
え
ま
す
」 

日
時 

９
月
２３
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時
半 

講
師 

な
で
し
こ
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

(

外
来
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
） 

 

精
神
科
医 

白
石 
弘
己
氏 

会
場 

小
金
井
市 

市
民
会
館 
萌
え
木
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

申
込
不
要 

先
着
４８
名 

主
催 

小
金
井
市
あ
じ
さ
い
会
☎0

4
2
-
38

8
-
3
7
29

 

 

 

最
近
の
世
情
は
あ
ま
り
に
重
苦
し
い
出
来
事
だ
ら
け
。

編
集
後
記
に
は
馴
染
ま
な
い
の
で
書
く
こ
と
が
は
ば

か
ら
れ
る
。
安
倍
元
総
理
の
衝
撃
的
な
事
件
と
カ
ル

ト
宗
教
と
政
治
の
癒
着
、
ロ
シ
ア
（
プ
ー
チ
ン
）
に

よ
る
あ
ま
り
に
非
道
残
虐
な
侵
略
行
為
と
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
多
く
の
人
た
ち
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
の
に
誰

も
何
も
で
き
な
い
と
い
う
無
力
感
、
コ
ロ
ナ
が
再
拡

大
し
て
生
き
づ
ら
い
状
況
が
ま
た
や
っ
て
き
て
い
る

こ
と
、
精
子
が
物
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
や
り
取
り
さ

れ
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

な
ど
な
ど
。
人
が
人
の
命
を
操
作
す
る
、
軽
視
す
る
、

選
別
し
よ
う
と
す
る
、
ま
し
て
や
消
し
去
ろ
う
と
す

る
そ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ
る
わ
け
が
な
い
。
多
様
化

は
大
事
だ
、
で
も
無
秩
序
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

時
代
が
ど
う
動
こ
う
と
も
個
の
存
在
や
尊
厳
が
守
ら

れ
人
と
し
て
の
対
等
性
が
大
事
に
さ
れ
る
社
会
の
創

出
を
求
め
続
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
２
年
ぶ
り
に
青
梅
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
の
総

会
、
向
川
原
聖
名
子
氏
に
よ
る
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
講
演
会

（
心
に
寄
り
そ
う
接
し
方
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
２

年
前
も
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
で
急
遽
中
止
、

そ
ん
な
わ
け
で
今
回
は
是
が
非
で
も
と
実
施
に
踏
み

切
り
ま
し
た
。（
感
染
対
策
に
は
十
分
気
を
つ
け
）
楽

し
く
和
や
か
な
、
共
感
し
あ
え
る
雰
囲
気
！
感
動
的

で
し
た
。「
病
気
を
な
く
す
で
は
な
く
健
康
な
部
分
を

増
や
す
・
人
薬
に
な
る
・
自
分
が
変
わ
れ
ば
相
手
も

変
わ
る
」
な
ど
な
ど
。
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
そ
れ

ぞ
れ
が
今
か
ら
と
胸
に
刻
ん
だ
ひ
と
時
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
猛
暑
で
し
た
が
外
は
真
夏
の
青
い
空
、
心

は
さ
わ
や
か
で
し
た
。 

 

都
連
理
事 

中
住
孝
典 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために役立つ場にしたいと 

思っています。載せたい情報を毎月 20 日までに、つくし会事務所にメ－ル（tsukushikai＠chorus.ocn.ne.jp）または 

FAX（03-3304-1108）でお寄せください。 

【知っ得情報】 

会費入金等で利用が多いゆうちょ銀行は、「現金」振込の場合 110 円の手数料が加算されます。（2022 年 1 月 17 日～）

ゆうちょ銀行の通帳、キャッシュカード利用では加算されません。手数料一覧は下記のとおりです。 

    通帳・カード扱い 現金扱い 

料金払込人負担帳票(青い伝票) ５万円未満の場合 
ATM   152 円 262 円 

窓口 203 円 313 円 

料金受取人負担帳票(赤い伝票) ５万円未満の場合 窓口・ATM 0 円 110 円 
 

       
   振替（ゆうちょ口座間送金）   ATM 100 円   窓口 146 円  
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